
JA 兵庫みらい自己改革の取り組み状況について 

～協同活動ハイライト～ 
 

JA 兵庫みらいは、「みらいの食と農を豊かに、地域とともに歩む JA」をテーマとする

第６次中期経営計画の３つの経営方針である「地域農業の振興により、持続可能な農業

の実現」「協同の力で、豊かな地域社会の実現」「健全な経営基盤の確立と人づくりの実

現」を事業基盤の礎とし、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基

本目標とする自己改革を着実に実践してまいります。 

 

【重点とする取り組み】 

○農業者の所得増大・農業生産の拡大の取り組み 

取り組み 具体的な内容 取り組み状況・目標 

農産物の産地

振興 

主要振興作物の産地

振興と農家所得向上 

水稲・黒大豆・小麦・アスパラガスの４品目を主要振興作物

として位置付け、高品質・高収量に向けた栽培技術指導を

実践し、農業者の所得向上と産地振興に取り組みました。 

 

 

●広報誌等で新規生産者の募集をおこなうとともに栽培講

習会の開催や提案活動をおこない、主要振興作物の生産

拡大と農業者の所得向上に取り組みます。 

 

作付面積 

 令和元年度実績 令和 2 年度計画 

水 稲 

（どんとこい） 

4,626ha 

60ha 

4,448ha 

120ha 

黒大豆 79ha 87ha 

小 麦 276ha 280ha 

アスパラガス 98a     1.5ha 

地域農産物を

加工品へ 

 

 

 

 

 

 

 

６次産業化への取り

組みによる所得向上

と特産加工品の PR

と販路拡大 

６次産業化への取り組みとして、管内の農産物を加工品に

活用することにより、生産者の所得向上に取り組みました。 

 

●トマト・いちじくを農産物加工場でピューレ加工し、特

産加工品の原材料として連携業者に販売しました。 

 

●学校給食（加西市内）に、「加西ゴールデンベリーA」の

ピューレを使用したブドウゼリーが提供されました。 

 

●引き続き、取引先と連携を取りながら、加工品の販売促

進をおこなうとともに新規販売先の開拓にも努めます。 

 



取り組み 具体的な内容 取り組み状況・目標 

生産資材の安

定供給と支援 

生産コスト削減への

貢献 

農業用パイプハウスおよび付帯設備の設置支援をおこな

い、施設園芸作物の生産・パイプハウスの設置強化に取り

組みました。 

※補助率：５０％（上限５０万円） 

 

 令和元年度実績 令和 2 年度計画 

パイプハウス 

（付帯設備） 

11 棟 

（11 件） 

10 棟 

（付帯設備込） 

 

●引き続き、パイプハウスおよび付帯設備の設置支援をお

こない、農業者の負担軽減と施設園芸作物の振興に取り

組みます。 

担い手・後継者

育成に向けた

取り組み 

アスパラガスのさら

なる作付面積の拡大 

JA 実践型研修ハウスを通して、アスパラガスの栽培指導か

ら販売までの就農に向けた支援に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アスパラガス部会員や新規生産希望者に対し、栽培講習

会等を開催しました。 

 

 

 

●JA 実践型研修ハウスを有効活用し、アスパラガスの栽培 

指導から販売までの営農支援とさらなる新規生産者獲得

に取り組みます。 

 

新規生産者 2 軒 

農業の省力化 スマート農業の実現

に向けた取り組み 

農業者の高齢化、担い手不足対策として、農業の省力化に

つながるスマート農業の実現に向けた実証試験等を関係機

関と進めました。 

 

●子会社である(株)兵庫みらいアグリサポートにラジコン

草刈機を導入しました。同社が管理する圃場において作

業をおこない、業務の効率化を図るとともに農業の省力

化に向けた実証試験を併せておこないます。 
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○地域の活性化に向けた取り組み 

取り組み 具体的な内容 取り組み状況・目標 

魅力ある店舗

（直売所）づく

り 

消費者ニーズにあっ

た直売所の展開 

旬の農産物試食会や参加型イベントを実施し、消費者ニー

ズにあった店舗展開に取り組みました。 

 

●旬の農産物を使用した消費者と生産者がつながるイベン

トをおこないました。 

※３ヵ年（令和元年～3 年）目標（３店舗計）：１１０回 

 

令和元年度実績 

イベント開催数（3 店舗計） 49 回 

   

●副店長による農家訪問をおこない、栽培指導による出荷

品目の増加に取り組みました。 

 

 

野菜栽培講習会「ぐれっぷ」を開催し、直売所出荷会員の拡

大に取り組みました。 

 

新規出荷会員数（3 地区合計） 28 名 

 

●「ぐれっぷ」の参加者から新規出荷会員獲得につながる

よう取り組みます。 

 

地域農業の担

い手との対話 

地域農業の担い手と

の対話活動の強化 

常勤役員が、アスパラガス生産者部会員と各生産者部会長

を訪問し、JA が取り組む自己改革の説明と意見集約に取り

組みました。 

 

●訪問時に聞き取りした意見・要望の内容については、関

係部署と報告会を開催し協議しました。 

 JA 運営に反映できる事項については、取り組みを進めて

いきます。 

 

●引き続き、地域農業の担い手との対話の強化を図り、地

域農業活性化と農業生産の拡大に取り組むとともにさら

なる自己改革を実践します。 

 

 

実施月 訪問対象先 訪問軒数 

4 月 アスパラガス生産者部会 16 軒 

5 月 各生産者部会長 22 軒 

 



取り組み 具体的な内容 取り組み状況・目標 

組合員のアク

ティブメンバ

ーシップ（※）

の強化 

 

組合員や地域住民の

声を JA 運営へ 

 

地区別懇談会や地域ふれあい委員会、各事業所等に寄せら

れた組合員や地域の皆さまの意見・要望を JA 全体で共有

し、事業に反映できるように取り組みました。 

 

●引き続き、全支店で地域ふれあい委員会を実施します。 

 

●組合員の意見や要望を、広報誌に掲載しました。 

 

 

組合員の声を JA 運営に反映し、より一層、組合員の期待に

応え、地域になくてはならない「JA 兵庫みらい」となれる

よう、「JA の自己改革に関する組合員アンケート」を実施

しました。 

 

●アンケート結果では、JA がおこなっている農業関連事業

（営農指導、農畜産物販売、生産資材購買）について、「期 

待している」「満足している」との評価を数多くいただき

ました。 

 

●アンケート結果につきましては、広報誌およびホームペ

ージに掲載しました。 

 

JA ファンづく

り活動による

「共感」を育む

地域づくり 

 

JA ファンづくり活

動の実践 

地域に密着した支店・事業所をめざし、JA ファンづくり活

動を継続し、地域と JA を結ぶ活動に取り組みました。 

 

 

 

 

●JA ファンづくり活動の周知や開催情報等、窓口や支店新

聞などで告知をおこない、地域に根付いた活動ができる

よう取り組みました。 

 

 

JA ファンづくり活動実施数 

（全店舗合計） 
149 回 



取り組み 具体的な内容 取り組み状況・目標 

食農教育の実践 地域の担い手と連携し、次世代の親子を対象とした食農教

育の場を提供しました。また、貸農園の利用者に、栽培講習

会やふれあいの場を提供しました。 

 

 

●各営農生活センターが、地域のこども園や小学校へ農業

体験の出前授業をおこない、“みらい”の担い手に農業の

楽しさを伝えました。 

 

●貸農園「兵庫みらいアグリパーク」（三木市）の利用者に

向けた栽培講習会を開催し、准組合員の JA 事業への積極

的な参加を促しました。 

 

●引き続き、次世代や准組合員への絆づくりに食と農にか

かる活動を継続しておこないます。 

「みらいキッズ親子農業体験」参加者数 

実施月 実施内容 参加人数 

5 月 さつまいも植付け 63 名（うち子供 32 名） 

7 月 とうもろこし収穫 59 名（うち子供 27 名） 

出前授業実施回数（3 地区合計） 10 回 

地域セーフテ

ィーネットの

発揮 

地域みまもり活動に

よる地域防犯・災害

時支援活動の取り組

み 

「みらいみまもり隊」「高齢者みまもり隊」の活動により、

地域防犯・災害時支援活動に取り組みました。 

 

●全車両に「みらいみまもり隊」シールを貼り付け、地域防

犯活動に取り組みました。また、各行政の SOS ネットワ

ーク事業に参加し、行方不明者等の捜索協力事業者とし

て活動しました。 

 

●地域の小学校等の下校時見守り活動を３支店で実施して

います。 

 

●引き続き、「みらいみまもり隊」「高齢者みまもり隊」によ

る地域防犯活動に努めます。 

 

 

 

 

 

（※）アクティブ・メンバーシップとは、組合員が積極的に組合の事業や活動に参加す

ること。組合員が「わたしの JA」と思えるよう努めること。 


